







































解析時間 始め時間，終了時間， 時間刻みは AUTOが良い
解析条件 時間刻み
時間積分法 EULER法， RRK法， 精度により考慮
7タ"AJ.Iゾシュ7ォース、法-






































afbfc*topological_area : 1000 ->_100000 



























































(a) フリンジ図 (b) 速度ベクトルと流線分布
図5 境界適合座標系の計算結果
図5は境界適合座標系について計算した結果を示している。図(a)は流速の大きさのフリンジ図
(色彩の違いで大きさを現わした図)である。ハードコピーではあまり明確ではないが、この
図によると曲面壁近傍の流速の変化の様子が、実際の流れをよく表している。また、デカルト
座標系に比べてより少ない格子設定で良好な結果が得られている。これは境界適合座標系の利
点が現れている。 しかし、この格子形状ではノスル始まり部分で格子のひずみがあるために、
流速の不自然な変化が図中で帯状に現れている。この格子系では、出来上がった格子が適切な
ものかまたひずみが現れていないかを十分吟味し、さらに計算結果について格子ひずみによる
影響がないかを調べることが必要である。その点で使用に当たっては経験が必要と思われる。
図(b)のベクトルと流線分布では図 4のデカルト座標と同様に、流れの状況を把握することがで
きる。
5.まとめ
今回、風洞内の流れの状況を情報処理センターの流れ解析ソフト α-Flowを用いて、行ってみ
た。まだ、十分に使用できる段階までにはないが、感想をまとめると以下となる。
流れの数値解析ソフトとしては、解析条件の種類やその分類などで利用上制限が少ない。ま
た、流れの解析ソフト本体もくせが無く、安心して利用できるものではないかと思われる。た
だ、これを使うためには、解析条件の設定においてある程度流れの数値解析についての知識を
必要とする。
一方で、格子形成の部分はプログラムの構成を理解するのが難しく、かなりの慣れを必要と
する。デカルト座標系では三次元形状として計算領域の設定をやれるために慣れると比較的や
りやすいが、境界適合座標系では二次元形状から三次元への拡張によって設定するために、十
分な考慮の後に格子形成を行う必要がある。また、格子形成のやり直しが簡単にはできず、面
倒である。この点で格子形成部は、まだ改善が必要と思われる。
計算結果の出力は、比較的容易に望むグラフを出すことができ利用しやすいのではないだろ
うか。以上のことから、数値解析による流れの解析を行う場合に、このソフトを使うことは有
効であると思う。その場合に、まずデカルト座標系で解析を行うことを進める。デカルト座標系
による解析であれば多大な苦労をせずに行うことが可能と思われる。更なる検討が必要な場合
に、境界適合座標系でのアプローチを試みる方が、効率的に利用するためには良いようである。
ただ、流れの数値解析では結果の評価が重要であり、このソフトに限らず計算をすれば終わる
もではない。ソフトによって得られた結果が物理的に妥当なものであるかどうか十分に吟味す
ることが必要である。
最後に、このソフトを曲がりなりにも利用できるようになったのは、 「α-FlowJの開発部と
いろいろと問い合わせをしていただき対処していただいた総合情報処理センターの山口正道氏
のおかげである。ここに感謝の意を表わす。
